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第 26 回通常総代会第 26 回通常総代会
　
　
　
　

課
題
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
高
齢
協
へ

課
題
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
高
齢
協
へ

　　

２
０
２
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
５
類
へ
と
移
行
し
ま
し
た
が
未
だ

に
収
束
し
た
と
は
い
え
ず
、
介
護
施
設

な
ど
で
は
集
団
感
染
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
組
合
員

の
活
動
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

徐
々
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
信
の

各
種
ク
ラ
ブ
活
動
や
秋
祭
り
の
開
催
、

北
信
の
体
操
教
室
や
カ
フ
ェ
俱
楽
部
の

野
菜
販
売
、
中
信
の
バ
ス
ハ
イ
ク
や
小

物
づ
く
り
、
南
信
の
お
茶
の
み
サ
ロ
ン

な
ど
、
集
う
場
や
企
画
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
能
登
半
島
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

義
援
金
・
支
援
金
の
募
金
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

事
業
面
で
は
昨
年
４
月
に
立
ち
上
げ

た
下
條
村
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
北
又

の
杜
」
が
順
調
な
滑
り
出
し
で

す
。

　

既
存
の
介
護
事
業
と
公
共
事

業
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
配
食
事
業
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
的
な
課
題
で
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
事
業

も
職
員
の
確
保
や
人
材
育
成
講

座
受
講
者
の
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
困
り
ご
と
解
決
の
生

活
支
援
事
業
は
、
ニ
ー
ズ
は
あ

る
も
の
の
、
季
節
や
天
候
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
、
危
険
が
伴
う

作
業
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

【
掲
げ
た
重
点
課
題
に
対
し
て
】

〇�

共
生
型
モ
デ
ル
づ
く
り
を
地
域
の
特

性
を
生
か
し
て
行
な
う
課
題

　

▽
東
信
セ
ン
タ
ー
で
は
「
高
齢
期
の

住
ま
い
」
の
研
究
や
「
地
域
の
足
」
の

課
題
に
つ
い
て
交
流
し
、
佐
久
市
の
「
デ

マ
ン
ド
さ
く
っ
と
」
の
停
留
所
が
東
信

セ
ン
タ
ー
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

▽
中
信
セ
ン
タ
ー
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
と
し
て
、
松
本
市
こ
ど
も
安

心
訪
問
支
援
委
託
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
件
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
切
な
地
域
課
題
支
援
事
業
で
す
。

　

▽
南
信
セ
ン
タ
ー
で
は
小
多
機
事
業

所
に
加
え
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設

で
地
域
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

下
條
村
福
祉
課
だ
け
で
な
く
、
図
書

館
・
教
育
委
員
会
・
民
生
委
員
会
・
村

議
会
・
保
育
園
・
道
の
駅
・
コ
ン
ビ
ニ
・

小
中
学
校
・
農
協
な
ど
村
の
中
で
認
識

と
連
携
が
広
が
り
、
村
内
で
の
共
生
型

モ
デ
ル
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

〇�

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
組
合
員
、

地
域
の
個
人
・
組
織
と
協
働
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

▽
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
月
か
ら
５
類
に

な
っ
た
の
を
受
け
て
、
徐
々
に
集
う
形

の
活
動
が
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

東
信
：
お
た
が
い
さ
ま
・
助
け
合
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
発
展
さ
せ
、
７

件
の
困
り
ご
と
解
決
の
仕
事
を
行
な
い

ま
し
た
。
生
活
困
窮
者
へ
の
食
糧
支
援

の
た
め
、
協
同
畑
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

北
信
：
体
操
教
室
は
年
12
回
の
継
続

開
催
が
出
来
、
地
域
と
の
連
携
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
信
：
４
年
ぶ
り
に
日
帰
り
バ
ス
ハ

イ
ク
を
再
開
し
、
５
名
が
組
合
に
加
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
行
事
へ
の
「
焼

き
鳥
」
出
店
参
加
も
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

南
信
：
伊
那
市
の
ワ
イ
ワ
イ
カ
フ
ェ

は
毎
月
60
食
の
お
弁
当
を
提
供
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
取
り
組
み
な
ど
で

小
学
生
や
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
信
州
協
同
労
働
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
成
員
と
し
て
、
地
域
課
題
解
決

に
仕
事
と
し
て
取
り
組
む
労
働
者
協
同

組
合
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
共
に
育
つ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

▽
認
知
症
の
学
習
会
、
防
災
・
減
災

の
学
習
会
、
平
和
学
習
会
を
各
地
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
―
医

師
中
村
哲
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
地
活
動

35
年
の
軌
跡
」
映
画
上
映
に
協
力
し
ま

し
た
。

○�

多
く
の
高
齢
者
を
組
織
す
る
団
体
と

し
て
社
会
運
動
課
題
に
積
極
的
に
取

２
０
２
３
年
度
の
ま
と
め

高
齢
者
生
協
総
代
会
開
く

６月 22 日 ( 土 ) 長野市で開催
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し
て
の
計
画
策

定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み

　

▽
長
野
県
の

助
成
金
を
活
用

し
て
「
四
季
の

ベ
ン
チ
」
の
電

球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
更
し
、
ま
た
消
費
電
力
逓
減
エ
ア
コ

ン
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

▽
身
近
な
取
り
組
み
や
学
習
を
「
か

が
や
き
ニ
ュ
ー
ス
」
誌
面
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

【
仲
間
づ
く
り
・
組
織
強
化
に
つ
い
て
】

　

組
合
員
強
化
月
間
（
10
～
12
月
）
を

設
け
て
仲
間
増
や
し
の
取
り
組
み
を
し

ま
し
た
。
中
信
セ
ン
タ
ー
で
の
バ
ス
ハ

イ
ク
で
組
合
員
加
入
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
は
創
立
よ
り
二
十

数
年
を
経
て
創
立
当
初
の
組
合
員
の
高

齢
化
に
よ
り
、
脱
退
さ
れ
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

年
間
の
加
入
者
は
152
名
、
脱
退
者
は

165
名
で
し
た
。
前
年
よ
り
13
名
の
減

少
と
な
り
、
３
月
末
の
組
合
員
数
は

３
９
９
０
名
で
す
。
出
資
金
総
額
は

１
億
２
２
８
０
万
５
０
０
０
円
で
す
。

【
組
織
化
の
課
題
・
職
場
運
営
】

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
と
就
労
人

口
の
減
少
、
加
え
て
「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
は
事
業
体
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
労
務
管
理
の
強
化
と
適
正

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
11
月
に
は
県
の
担
当
課

に
よ
る
「
生
協
指
導
検
査
」
を
受
け
ま

し
た
。
高
齢
者
生
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
関
係
や
経
費
の
や
り
取
り
な
ど
若
干

の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
が
、
経
費
の
協

定
書
や
人
事
に
係
る
出
向
覚
書
な
ど
の

整
備
を
行
な
い
、
報
告
し
ま
し
た
。
組

合
員
の
事
業
利
用
率
は
62
％
ほ
ど
で

50
％
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
４
月
の
組
織
体
制
の
大

き
な
揺
ら
ぎ
の
中
で
、
十
分
な
体
制
が

と
れ
ぬ
ま
ま
に
目
前
の
こ
と
に
対
処
を

す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

【
事
業
・
経
営
状
況
の
報
告
】

○�

事
業
高
目
標
の
到
達
状
況

　

▽
２
０
２
３
年
度
の
事
業
高
は
、
生

協
法
人
で
は
予
算
比
96
・
０
％
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
は
予
算
比
100
・
８
％
、
高
齢

協
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
97
・
６
％
に
留

ま
り
、
期
末
剰
余
の
状
況
は
、
高
齢
者

生
協
マ
イ
ナ
ス
63
万
６
３
５
７
円
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
151
万
１
６
１
０
円
と
昨
年
に

り
組
み
ま
す
。

　

▽
「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
、
介
護

従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
請
願
署

名
」
に
取
り
組
み
、
416
筆
を
集
め
ま
し

た
。

　

▽
平
和
行
進
へ
の
参
加
や
憲
法
学
習

な
ど
、
戦
争
を
な
く
し
、
平
和
を
守
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

▽
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
の
取
り

組
み
と
し
て
、
信
州
ま
る
ご
と
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
や
協
同
組
合

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
に
参
画

し
ま
し
た
。
し
か
し
充
分
な
体
制
が
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
防
災
活
動

　

▽
２
０
２
４
年
１
月
に
発
生
し

た
「

能

登

半

島

地

震

」

の

募

金

50
万
２
２
８
３
円
は
、
石
川
県
義
援

金
へ
20
万
円
、
日
本
財
団
支
援
金
へ

30
万
２
２
８
３
円
を
送
り
ま
し
た
。

▽
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
介
護
保
険

事
業
所
で

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（

事

業

継

続

計

画

）

策
定
が
義

務
づ
け
ら

れ
た
こ
と

か

ら
、

災

害
に
対
す

る
備
え
と

続
い
て
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

　

▽
介
護
事
業
で
は
、
東
信
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
北
信
セ
ン
タ
ー
の
小
規
模
多
機

能
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
訪
問

介
護
は
障
が
い
者
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
安
定
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
分
野
も
介
護
者
の
高
齢
化
と
人
材

確
保
の
困
難
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

▽
配
食
事
業
は
３
店
舗
共
に
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
競
合
す
る
他

社
の
参
入
、
食
材
費
や
水
道
光
熱
費
の

値
上
が
り
、
人
件
費
と
配
達
費
用
の
上

昇
な
ど
が
急
速
に
経
営
を
圧
迫
し
て
お

り
、
存
続
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

▽
公
共
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
ほ
ぼ
予

算
通
り
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

▽
生
活
支
援
な
ど
を
行
な
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

事
業
は
、
事

業
高
予
算
比

92
・
４
％
と

な
り
、
天
候

等
に
も
影
響

さ
れ
る
た
め

な
か
な
か
安

定
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

▽
設
立
当
初

か
ら
行
な
っ

永年表彰
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て
き
た
介
護
人
材
の
養
成
は
、
他
の
業

種
の
求
人
状
況
が
好
調
に
な
っ
た
影
響

を
受
け
応
募
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
高
齢
協
第
６
次
３
ヶ
年
計
画
の

最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
計
画
達
成
に

向
け
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
高
齢
協
運
動
の
原
点
を
再
確
認

し
、
み
ん
な
の
想
い
や
知
恵
を
寄
せ

合
っ
て
、
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、

組
合
員
と
つ
な
が
る
活
動
を
強
め
、
持

続
可
能
な
長
野
高
齢
協
を
創
っ
て
い
き

ま
す
。

○�

高
齢
協
の
存
在
意
義
や
原
点
を
再
確

認
し
、
組
合
員
の
声
や
願
い
が
反
映

す
る
組
合
員
活
動
を
進
め
ま
す
。　

○�

支
え
ら
れ
る
存
在
か
ら
社
会
や
地
域

を
支
え
る
存
在
へ
、
共
に
育
つ
活
動

を
進
め
ま
す
。

○�

福
祉
の
後
退

や
負
担
増
、

増
税
の
検
討

な
ど
、
高
齢

者
の
暮
ら
し

を
め
ぐ
る
環

境
が
厳
し
く

な
る
な
か
、

関
係
諸
団
体

　

�

や
連
合
会
な
ど
と
協
同
し
て
、
暮
ら

し
や
す
い
安
心
な
社
会
を
め
ざ
す
取

り
組
み
を
行
な
い
ま
す
。

○���

高
齢
協
運
動
の
堅
実
な
前
進
に
は
人

材
を
含
む
組
織
の
拡
大
強
化
が
重
要

な
課
題
で
す
。
と

　

�

も
に
運
動
を
支
え
、
組
合
を
支
え
る

仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○��

事
業
活
動
が
猶
予
な
く
、
さ
ら
に
厳

し
さ
を
増
す
な
か
、
健
全
経
営
、
持

続
可
能
な
事
業
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
経
営
的
に
困
難
と
な
っ
て
い
る

既
存
事
業
を
客
観
的
に
と
ら
え
、
運

営
方
法
の
見
直
し
や
事
業
の
改
廃
な

ど
、
就
労
組
合
員
の
経
営
参
加
の
も

と
、
各
事
業
所
の
黒
字
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

高
齢
協
理
事
の
補
選
を
行
な
い
、
原

山
政
幸
氏
（
現
事
務
局
長
）
が
理
事
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
三
役
の
体
制
は
次
の
通
り
で

す
。

　

〈
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
〉

　

理
事
長
（
代
表
理
事
）　

社
浦
康
三

　

副
理
事
長　

田
中
夏
子　

風
間
隆
治

　
　
　
　
　
　

鈴
木
友
子

　

専
務
理
事　

前
畠
修
史

２
０
２
４
年
度
の
活
動
方
針

　
　
　
　
　
　

(
基
調
・
柱)

2023 年度実績および 2024 年度予算
　

常
務
理
事　

内
田
信
幸　

片
岡
茂
子

　
　
　
　
　
　

渡
辺
一
信

　

新
任
理
事　

原
山
政
幸

　

〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〉

　

代
表
理
事　
　

風
間
隆
治

　

副
代
表
理
事　

片
岡
茂
子

　
　
　
　
　
　
　

松
﨑
裕
子

　

新
任
理
事　
　

太
田
秋
夫

　
　
　
　
　
　
　

竹
下
紀
美
子　

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
一
信

(

以
上
敬
称
略)

役
員
の
補
選
と
新
た
な
体
制

事業高 事業剰余
2024 年度予

算
2023 年度実績 前年比 2024 年度予算 2023 年度実績 前年比

生協法人 518,829 490,140 105.9％ 1,783 -636 499.4％

NPO 法人 242,912 249,176 97.5％ 322 1,511 21.3％

総合計 761,741 739,316 103.0％ 2,105 875 240.6％

予算額及び実績の単位は千円

【第 26 回総代会報告】

　６月 22 日（土）、長野市柳町老人福祉センターで開催しました。

　総代 110 人中、102 人の出席（実出席 56 人と書面出席）があり、７つの議案

について審議が行なわれました。採決の結果、すべての議案が賛成多数で承認

可決されました。

　第１号議案　　2023 年度の事業活動報告承認の件

　第２号議案　　2023 年度決算並びに監査報告承認の件

　第３号議案　　2023 年度損失処理案承認の件

　第４号議案　　2024 年度事業活動計画並びに収支予算承認の件

　第５号議案　　役員選任 (補選 )の件

　第６号議案　　2024 年度役員報酬決定の件

　第７号議案　　議案決議効力発生の件

みんなの家下條　北又の杜　作品
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祝　辞

　貴生活協同組合の通常総代会の開催にあたり、生協運動発展への日頃のご努力に深く敬意を表し、日

本生協連を代表して連帯の挨拶を申し上げます。

　世界は今、平和の危機に直面しています。「平和とよりよい生活を」をスローガンに掲げる生協とし

て、平和を求める取り組みを着実に進めていくことが大切です。そのようななか、昨年のピースアクショ

ンは全国より広島・長崎・沖縄に集い、４年ぶりの現地開催となりました。戦争や被爆の実相を継承

するとともに、唯一の被爆国の市民として声を大きくして核兵器廃絶への願いを広げていきましょう。

　国内に目を向けると、物価上昇は２年にわたって続いており、消費者・組合員のくらしを取り巻く

課題は山積みしています。地域に根差した助け合いの組織として、諸団体との連携を深め、多様な実

践を広げていきましょう。

　国連は 2025 年を、二回目の「国際協同組合年」とすることを宣言しました。よりよい経済・社会の

建設に向けて協同組合の役割発揮が期待されています。この機会を捉え、人々の共通の願い・ニーズ

の実現を使命とする共助の組織として、全国で協同組合の価値を発揮し、多くの方々に知ってもらう

取り組みを進めてまいりましょう。

　私たちをとりまく環境はかつてなく厳しい難局にありますが、全国の生協が知恵を寄せ合い、総合

力を発揮し、「つながる力で未来をつくる」を具体化していきましょう。

　貴生活協同組合の通常総代会が実りあるものとなり、これからの一年が皆さまにとって価値あるも

のとなることを心より祈念申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本生活協同組合連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事会長　土屋敏夫

※いただきましたメッセージを一部抜粋して掲載しています。

　

混
沌
と
し
た
時
代
で
存
在
価
値
が
問
わ
れ
る
生
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合　

専
務
理
事　

前　

畠　

修　

史

　

今
年
度
よ
り
、
専
務
理
事
の
大
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
南
信
セ
ン

タ
ー
長
と
の
兼
務
と
な
り
ま
す
。
は
な
は
だ
力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

組
合
員
・
職
員
の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
役
割
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。
「
あ

ら
ゆ
る
社
会
保
障
の
後
退
」
「
格
差
社
会
の
広
が
り
」
「
経
済
優
先
の
自
然
破
壊
」
「
地
球
温
暖
化

が
も
た
ら
す
異
常
気
象
と
災
害
の
増
加
」
、
そ
し
て
「
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦
禍
」
と
、
い
つ
の

間
に
か
、
私
た
ち
は
出
口
の
見
え
な
い
混
沌
と
し
た
時
代
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
事
業

活
動
も
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
つ
ひ
と
つ
の
業
態
や
事
業
所
が
自
立
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
混
沌
と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
生
協
（
協
同
組
合
）
の
存
在
価
値

が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
は
「
微
力
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
決
し
て
「
無
力
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
微
力
」
で
あ
っ
て
も
合
わ
せ
れ
ば
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
希
望
に
向
か
っ
て
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

諸
先
輩
が
培
っ
て
き
た
実
績
や
思
い
、
教
訓
を
大
切
に
前
進
を

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き　

代
表
理
事　

風　

間　

隆　

治

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き)

は
、
長
野
県
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
を
母
体
に
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
格
は
別
で
も
、
お
互
い
が
連
携
し
、
協
同
し
合
っ
て
組
織
運
営
や
地

域
の
お
役
に
立
つ
事
業
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
「
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
協
同
で
起
こ
し
、
あ

る
い
は
支
援
し
、
協
同
の
息
吹
あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま

た
福
祉
分
野
の
担
い
手
と
し
、
地
域
福
祉
向
上
を
図
る
」
（
定
款
）
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
支

え
合
い
と
協
同
の
力
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

原
点
で
す
。

　

昨
今
、
取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
い
っ
そ
う
組
織
内
で
の
信
頼
づ
く
り

や
協
力
協
同
の
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
事
業
の
到
達
状
況
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
の
間

に
諸
先
輩
の
方
々
が
培
っ
て
き
た
実
績
や
思
い
、
教
訓
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で
き

る
事
業
活
動
を
と
も
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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本
部
が
あ
る
南
長
池
地
域
と
、
石
川

憩
の
家
が
あ
る
篠
ノ
井
地
域
を
会
場
と

し
て
、
５
月
に
総
代
の
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
し
た
。
計
19
名
の
参
加
が
あ
り
、

総
代
会
議
案
書
（
案
）
を
も
と
に
高
齢

協
の
事
業
・
活
動
、
本
年
度
の
活
動
方

針
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
な
い
ま
し

た
。
健
康
や
日
常
生
活
、
地
域
の
不
安

等
に
対
す
る
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換

も
あ
り
、
和
や
か
な
様
子
で
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。

〇�

地
域
で
行
な
う
健
康
体
操
教
室
に
参

加
し
、
ギ
タ
ー
演
奏
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
て
い
る
。
参
加
す
れ
ば
楽
し

い
の
だ
が
、
男
性
参
加
が
少
な
い
。

〇�

介
護
施
設
で
働
い
て
い
る
が
、
利
用

者
と
同
じ
空
間
で
食
べ
る
昼
食
の
時

間
が
大
切
。
利
用
者
と
同
じ
こ
と
が

で
き
て
雑
談
を
し
な
が
ら
共
有
で
き

る
貴
重
な
時
間
を
持
て
た
。
こ
う
い

う
積
み
重
ね
が
業
務
の
意
欲
を
高
め

て
く
れ
る
。

〇�

認
知
症
予
防
の
た
め
に
は
、
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
良
い
。
大
き
く
息

を
吸
い
込
む
こ
と
で
脳
に
酸
素
が
行

　

つ
ど
い
で
終
活
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　

総
代
の
つ
ど
い
を
５
月
13
日
に
開

催
。
参
加
者
は
総
勢
16
名
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
社
協
の
講
師
で
、
「
終
活

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
学
び
、
人
生
最
終
盤

の
生
き
方
、
暮
ら
し
を
考
え
る
た
め
に

参
考
に
な
る
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
熱
心
に
講
師
の
話
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
本
題
の
６
月
総
代
会
議

案
を
各
理
事
が
説
明
。
「
総
代
の
役
割
」

や
「
高
齢
協
・
中
信
セ
ン
タ
ー
の
年
度

ま
と
め
と
２
０
２
４
年
度
方
針
」
を
そ

れ
ぞ
れ
短
時
間
で
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

方
針
に
「
認
知
症
の
理
解
と
地
域
で

の
支
え
合
い
」
な
ど
の
活
動
重
視
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
賛
同
評
価

や
地
域
の
諸
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
期
待
し
た
い
と
の
積
極
的
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
事
務
局

 

「
に
っ
こ
り
報
告
」
で
ほ
っ
こ
り

 

に
っ
こ
り
報
告
（
介
護
系
事
業
所
で
、

感
謝
や
褒
め
ら
れ
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
職

員
が
共
有
す
る
報
告
書
）
を
２
例
紹
介
し

ま
す
。

①�

デ
イ
晴
の
家
で
は
職
員
が
季
節
の

花
々
を
持
ち
寄
り
、
デ
イ
ル
ー
ム
に

飾
っ
て
い
ま
す
。
５
月
中
旬
、
「
お

試
し
見
学
」
に
娘
さ
ん
付
添
い
で
来

ら
れ
た
Ｈ
さ
ん
。
バ
ラ
や
芍
薬
、
ア

マ
リ
リ
ス
な
ど
の
花
が
溢
れ
る
デ
イ

ル
ー
ム
を
見
て
喜
ば
れ
、
「
こ
ん
な

に
生
の
花
が
多
い
デ
イ
は
珍
し
く
、

よ
い
処
」
と
の
娘
さ
ん
の
言
葉
が
決

め
手
に
な
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
。

②�

４
月
末
、
小
多
機
事
業
所
笹
部
の
利

用
者
Ｎ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
か
ら
相
談

が
あ
り
、
急
き
ょ
Ｎ
さ
ん
の
お
泊
り

を
受
け
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
が
自
宅

で
の
介
護
に
精
神
的
に
ま
い
っ
て
い

る
様
子
で
、
レ
ス
パ
イ
ト

(

※)

対

応
で
し
た
。
後
日
、
息
子
さ
ん
か
ら

「
お
陰
様
で
無
事
旅
行
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
の
御
礼
。
夜
勤
対

応
も
大
変
で
し
た
が
、
息
子
さ
ん
ご

夫
婦
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
様
子

を
聞
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　

各
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ

　

※�

レ
ス
パ
イ
ト　

介
護
者
な
ど
が
一
時

的
に
精
神
的
、
身
体
的
な
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
さ
れ
、
休
息
を
取
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
。　

北

信

中

信

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

き
届
き
、
良
い
効
果
が
得
ら
れ
る
。

〇�

歌
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
が
、
周
囲

の
人
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
。

〇�

い
く
つ
に
な
っ
て
も
意
欲
を
も
っ
て

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
行
な
う
意
志

を
持
ち
、
実
行
し
て
い
る
人
は
輝
い

て
い
る
。
そ
し
て
、
ご
家
族
が
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
て
見
守
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
こ
と
も
す
ご
い
。
な
か

な
か
で
き
な
い
こ
と
。

〇�

福
祉
移
送
な
ど
、
地
域
の
移
動
手
段

の
問
題
に
対
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
。
行
政
は
市
民
の
生
活
に
直
結

す
る
こ
と
に
真
っ
先
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
市
民
の
声
を
上
げ
て
い

く
活
動
が
必
要
。

〇�

相
手
と
接
す
る
と
き
に
は
、
常
に
相

手
の
目
線
・
考
え
方
に
立
っ
て
対
応

し
て
い
る
。
自
分
や
施
設
の
都
合
で

な
く
、
相
手
の
立
場
で
言
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
、
先
代
の
所
長

か
ら
学
ん
で
き
た
。

〇�

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
が
、
要

望
が
多
く
な
れ
ば
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た

関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ

る
。
自
分
本
位
で
は
な
く
、
サ
ー
ク

ル
メ
ン
バ
ー
同
士
が
良
い
関
係
で
い

ら
れ
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。
否
定

的
な
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

「総
代
の
つ
ど
い
」
で
交
流

「総
代
の
つ
ど
い
」
と
に
っ
こ
り
報
告

地
区
別
総
代
会
開
く
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

東

信

米
ち
ゃ
ん
弁
当
を
ど
う
維
持
す
る
か

高
齢
協
の
あ
り
方
を
意
見
交
換

南

信

　

東
信
地
区
「
総
代
の
つ
ど
い
」
を
５

月
８
日
、
総
代
・
理
事
・
事
務
局
合
わ

せ
て
20
名
の
出
席
で
開
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
２
０
２
３
年
度
の
東
信
セ
ン

タ
ー
の
活
動
の
振
り
返
り
、
事
業
・
経

営
の
報
告
、
２
０
２
４
年
度
の
方
針
案

骨
子
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

東
信
セ
ン
タ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
倶

楽
部
サ
ロ
ン
が
毎
月
開
か
れ
て
い
ま

す
。
２
月
か
ら
は
認
知
症
連
続
講
座
が

始
ま
り
ま
し
た
。
防
災
学
習
会
、
能
登

半
島
被
災
者
支
援
活
動
な
ど
多
彩
な
活

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
で
は
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
＝
四
季
の
ベ
ン
チ
が
、
職
員

不
足
を
抱
え
て
い
ま
す
。
介
護
職
人
材

の
不
足
に
よ
り
職
員
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
組
合
員
加
入
は
年
間
で
29
名

で
し
た
が
脱
退
者
が
23
名
あ
り
、
純
増

は
６
名
で
し
た
。
経
営
は
厳
し
さ
が
増

し
て
い
ま
す
。

　

後
半
は
、
赤
字
の
米
ち
ゃ
ん
弁
当
の

現
状
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
真
剣
な
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。

　

経
営
悪
化
の
原
因
は
販
売
し
て
い
る

弁
当
の
数
の
減
少
と
経
費
の
増
大
で

す
。
ピ
ー
ク
時
は
１
カ
月
１
万
食
で
し

た
が
、
今
は
６
千
食
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
事
業
を
維
持
で

き
な
い
事
態
で
す
。
い
く
つ
か
の
発
言

を
紹
介
し
ま
す
。

〇�

改
善
の
努
力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
期

限
を
決
め
て
取
り
組
み
、
そ
の
結
果

を
見
て
存
続
か
廃
止
か
縮
小
化
の
判

断
を
す
べ
き
だ
。

〇�
配
達
の
エ
リ
ア
を
縮
小
す
る
な
ど
配

達
の
改
革
が
必
要
だ
。
同
時
に
販
売

弁
当
の
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

〇�

弁
当
を
選
ぶ
上
で
価
格
が
第
一
だ
。

安
い
弁
当
が
出
回
り
、
宅
配
の
大
手

企
業
も
あ
っ
て
増
や
す
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。

〇�

米
ち
ゃ
ん
弁
当
は
「
見
守
り
」
も
や
っ

て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

食
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の

問
題
で
あ
り
、
自
治
体
に
も
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

東
信
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
と
活
動
の

あ
り
方
の
討
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

共
に
歩
む
活
動
を
め
ざ
し
て

　

２
０
２
３

年
度
は
み
ん

な
の
家
が
開

設
し
て
10
年

の
節
目
で
し

た
。
春
に
は

長
野
高
齢
協

で
は
初
め
て

と
な
る
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
北
又
の
杜
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
「
北
又
の
杜
」
は
11
月
に
は
満
床

と
な
り
、
単
月
で
の
黒
字
を
続
け
て
い

ま
す
。
制
度
外
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

と
合
わ
せ
て
、
幅
広
い
地
域
へ
の
お
役

立
ち
が
進
ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
活
動
の
振
り
返
り
と
今
年
度

の
方
針
論
議
も
含
め
、
６
月
の
総
代
会

を
前
に
、
南
信
総
代
の
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
代
の
み
な
さ
ん
か
ら
今

後
の
活
動
の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
意

見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

　　

特
徴
的
な
意
見
・
要
望

〇�

高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
と
も

に
制
度
的
な
課
題
が
多
く
あ
り
、
必

要
な
人
に
優
し
い
仕
組
み
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
高
齢
協
と
し
て
も
学
習

す
る
機
会
を
増
や
し
、
活
動
を
広
げ

る
こ
と
が
必
要
。

〇�

世
界
中
で
争
い
が
絶
え
な
い
。
あ
き

ら
め
て
は
絶
対
に
駄
目
。
皆
が
声
を

あ
げ
、
共
に
活
動
を
進
め
よ
う
。

〇�

介
護
施
設
で
亡
く
な
る
人
が
増
え

た
。
高
齢
協
の
事
業
所
も
看
取
り
ま

で
出
来
る
力
量
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
。
そ
の
こ
と
は
職
員
の
や
り
が
い

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

〇�

飯
田
市
や
伊
那
市
に
活
動
拠
点
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
集
い
た
い
高
齢
者

が
必
ず
い
る
と
思
う
。

〇�

高
齢
者
生
協
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
活

動
を
高
齢
者
に
限
定
す
る
必
要
は
な

い
。
若
い
人
か
ら
年
配
者
ま
で
多
世

代
で
集
う
活
動
で
あ
る
と
良
い
。

〇�

高
齢
者
生
協
と
言
っ
て
も
赤
字
で
は

困
る
。
事
業
が
成
り
立
た
な
い
と
活

動
も
続
け
ら
れ
な
い
。

〇�

社
会
情
勢
（
物
価
高
、
コ
ロ
ナ
禍
、

人
材
不
足
等
）
が
厳
し
い
中
で
、
よ

く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
。
本
当
に
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
思

う
。

地
区
別
総
代
会
開
く
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（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

百
姓
し
て
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
て
も
、

自
分
の
作
っ
た
も
の
も
満
足
に
食
べ
ら
れ
ね

え
ん
だ
か
ら
、
ひ
で
え
時
代
だ
っ
た
ね
。
供

出
（
※
）

の
割
り
当
て
が
強
く
て
さ
。
収
穫

の
ほ
と
ん
ど
供
出
で
持
っ
て
い
か
れ
て
、
家

じ
ゃ
芋
や
麦
ば
か
り
で
な
。
子
供
が
学
校
に

持
っ
て
く
弁
当
も
芋
や
麦
を
混
ぜ
た
飯
の
上

に
飾
り
程
度
の
米
が
の
せ
て
あ
る
だ
け
で

な
。
芋
や
麦
食
べ
て
目
い
っ
ぱ
い
働
く
力
も

出
な
い
や
ね
。

　

田
ん
ぼ
も
米
の
収
穫
の
前
に
麦
を
作
っ
て

さ
。
麦
の
収
穫
が
済
ん
で
か
ら
田
植
え
の
準

備
だ
か
ら
ね
。
麦
刈
り
取
っ
た
後
の
値
を
四

つ
又
で
掘
り
返
し
て
田
植
え
の
準
備
に
か
か

る
ん
だ
が
『
し
ろ
か
き
』
は
人
手
だ
け
じ
ゃ

で
き
ね
え
か
ら
馬
方
さ
ん
頼
ん
で
な
。
家
で

馬
飼
っ
て
ね
え
か
ら
遠
く
か
ら
馬
と
一
緒
に

泊
ま
り
込
み
の
馬
方
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
ん

だ
。
そ
う
す
り
ゃ
馬
の
飼
葉
（
餌
）
の
用
意

も
し
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
し
な
。
『
し
ろ
か
き
』

す
む
ま
で
ま
た
ひ
と
仕
事
増
え
る
ん
だ
わ
。

　

田
植
え
が
済
む
と
苗
が
し
っ
か
り
根
付
く

ま
で
田
ん
ぼ
に
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
お
か

な
き
ゃ
な
ら
ね
え
か
ら
、
用
水
を
そ
れ
ぞ
れ

の
田
ん
ぼ
に
流
し
込
む
た
め
の
『
水
当
番
』

が
あ
っ
て
な
。
用
水
路
か
ら
み
ん
な
の
田
ん

ぼ
に
水
が
行
き
渡
る
よ
う
に
交
代
で
水
向
け

す
る
ん
だ
が
、
誰
も
自
分
の
田
ん
ぼ
が
大
事

だ
か
ら
流
れ
を
途
中
で
止
め
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

り
ね
。
こ
の
時
期
に
ゃ
そ
ん
な
水
の
取
り
合

い
に
な
る
ん
だ
よ
。

戦
争
は
、
ま
ん
ず
、
悪
魔
だ
な
あ

　

長
男
が
九
才
の
時
、
夫
に
赤
紙
が
来
て

な
。
働
き
手
は
私
ら
二
人
き
り
で
畑
と
田
ん

ぼ
合
わ
せ
て
一
町
歩
く
ら
い
耕
作
し
て
た
か

ら
、
ど
ん
な
に
働
い
た
っ
て
手
が
廻
り
き
ん

ね
え
。
ほ
と
ん
ど
実
家
の
助
け
借
り
た
り
、

他
人
頼
ん
で
や
っ
と
こ
切
り
盛
り
し
て
た
。

　

そ
ん
な
と
き
夫
を
戦
争
に
取
ら
れ
ち
ゃ
っ

て
、
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
い
い
や
ら
…
…
。

途
方
に
暮
れ
た
ね
。
農
家
育
ち
で
い
く
ら
百

姓
仕
事
は
慣
れ
て
い
て
も
、
女
の
体
力
に
ゃ

限
界
が
あ
る
わ
ね
え
。
実
家
の
母
や
弟
に
も

ど
れ
ほ
ど
助
け
て
も
ら
っ
た
か
。
ほ
と
ん
ど

他
人
頼
み
だ
か
ら
思
う
よ
う
な
耕
作
も
で
き

ね
え
か
ら
、
食
べ
る
の
も
や
っ
と
で
な
。
供

出
も
あ
ま
り
で
き
ず
税
金
も
払
わ
ね
え
も
ん

だ
か
ら
、
お
役
人
さ
ん
が
赤
紙
貼
り
に
き
た

よ
。
食
べ
物
も
満
足
に
食
え
ね
え
で
働
い
て

い
る
の
に
、
赤
紙
貼
り
に
来
る
な
ん
て
ヒ
ド

イ
時
代
だ
わ
な
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

　
　

※

供
出　

国
家
の
法
令
や
要
請
に
基

づ
い
て
、
物
資
な
ど
を
政
府
に
提
供

す
る
こ
と
。

私
か
ら
の
伝
言

私
か
ら
の
伝
言

　
　
　
　
　
　

岩
佐　

も
と

さ
ん

１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）　

千
曲
市
雨
宮
に
生
ま
れ
る
。
97
歳

（
２
０
０
７
年
２
月
記
）

一
生
懸
命
に
生
き
る
苦
労
は

　
　
　

人
生
の
薬
か
も
し
ん
ね
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（２
／
４
）

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
井
宿
の
紹
介(

塩
尻
市
奈
良
井
）

　

奈
良
井
宿
は
、
江

戸
と
京
都
を
結
ぶ
重

要
な
中
山
道
（
な
か

せ
ん
ど
う
）
の
宿
場

町
で
、
江
戸
側
の
板

橋
宿
か
ら
数
え
て
も

京
側
の
守
山
宿
か
ら

数
え
て
も
、
ち
ょ
う

ど
34
番
目
の
真
ん
中

に
位
置
す
る
宿
場
町

で
す
。
日
本
最
長
（
約

１
㌔
）
の
宿
場
町
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

木
曽
路
の
難
所
の

鳥
居
峠
を
越
え
る
旅

人
が
、
足
を
休
め
た

宿
場
町
で
、
当
時
の

賑
わ
っ
た
古
き
良
き
面
影
を
残
す
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

散
策
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
旅
人
が
喉
を
潤
し
た
水
場
も
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
は
木
曽
路
の
中
で
も
標
高
が
高
く
、
周
り
は
自
然
も
豊
か
で
、
暑
い
日

で
も
心
地
よ
い
爽
や
か
な
風
が
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

奈
良
井
は
、
工
芸
品
も
有
名
で
、
木
曽
漆
器
や
曲
物
、
素
朴
で
味
わ
い
の
あ

る
土
人
形
な
ど
が
人
気
で
す
。
五
平
餅
も
お
勧
め
で
す
。

　

中
信
セ
ン
タ
ー　

降
籏
智
子

足
を
鍛
え
に
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
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毎
日
が
Ｏ
Ｋ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

日
本
で
も
よ
う
や
く
在
宅
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
重
要
性
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
訪
問

看
護
制
度
な
ど
が
発
足
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

と
て
も
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど

の
北
欧
諸
国
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は

お
金
が
必
要
で
す
が
、
日
本
で
は
お
金
が
た

と
え
あ
っ
て
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が

種
類
も
量
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
欧
の
在
宅
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と

つ
に
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
が
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
に
来
ら
れ
、
手
芸
を
し
た
り
、
昼
食

を
み
ん
な
で
と
っ
て
一
日
を
過
ご
し
た
り
す

る
所
で
す
。
私
が
訪
ね
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
木
工
、
手
芸
、

絵
画
、
陶
器
づ
く
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
に
分
か
れ
て
活
動
し
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
女
性
の
セ
ン
タ
ー
長
は
「
こ
う
し

て
セ
ン
タ
ー
で
過
ご
し
て
も
ら
い
、
職
員
は

一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態
や
精
神
状
態
を
観

察
し
て
、
問
題
が
あ
れ
ば
予
防
的
対
策
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。
週
一
回
、
二
回
来
て
も
ら
い

ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
孤
独
な
生
活
か
ら

救
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
毎
日
来
た
い

人
は
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
る
お
年
寄
り
は
み
な

さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
し
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。
全

盲
の
方
は
手
探
り
で
機
織
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
本
当
の
福
祉
水
準
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
　

※�

執
筆
当
時
は
２
０
０
８
年
で
あ
り
、

当
時
か
ら
16
年
が
経
過
し
て
お
り
ま

す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　

新
じ
ゃ
が
ガ
レ
ッ
ト

　

じ
ゃ
が
い
も
が
主
役
の
料
理
「
じ
ゃ
が
い
も

ガ
レ
ッ
ト
」
の
レ
シ
ピ
で
す
。
「
ガ
レ
ッ
ト
」

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
丸
く
て
平
ら
な
食
べ
物

な
ど
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
今
回
の
「
じ
ゃ
が

い
も
ガ
レ
ッ
ト
」
も
、
丸
く
て
平
ら
に
す
る
料

理
で
す
。

　

【
材
料
】(

２
人
分)

　

新
じ
ゃ
が
い
も　

２
つ
（
正
味
300
ｇ
ぐ
ら
い
）

　

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ　

適
量

　

片
栗
粉　

大
さ
じ
１

　

塩
コ
シ
ョ
ウ　

適
量

　

お
好
み
で
ケ
チ
ャ
ッ
プ

　

【
作
り
方
】

①�

じ
ゃ
が
い
も
を
、
皮
付

き
の
ま
ま
よ
く
洗
い
、

千
切
り
す
る
。
（
切
っ

た
ら
洗
わ
な
い
）

② �

①
を
ボ
ー
ル
に
移
し
、
片
栗
粉
、
塩
コ
シ
ョ

ウ
を
入
れ
て
和
え
る
。

③�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
い
た
あ
と
②
を
移

し
、
平
ら
に
広
げ
る
。
（
厚
さ
１
㎝
ぐ
ら
い
）

中
火
に
か
け
て
温
ま
っ
た
ら
弱
火
に
し
て
、

10
分
程
度
焼
く
。
そ
の
後
、
ひ
っ
く
り
返
し

て
同
様
に
弱
火
で
10
分
焼
く
。
こ
ん
が
り
と

焼
き
目
が
付
く
ま
で
上
下
を
ひ
っ
く
り
返
す

の
を
繰
り
返
す
。

④�

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
を
乗
せ
て
、
チ
ー
ズ
が
溶
け

た
ら
完
成
。

北
信
セ
ン
タ
ー　

Ｋ
Ｙ
О

簡
単
料
理
で
元
気
ア
ッ
プ

第
53
話
「ア
メ
リ
カ
と
北
欧
―
高
齢
者
福
祉
の
現
場
か
ら
―
」　

そ
の
⑧

2024 年度 年間スローガン

世代を超えて誰もが健康で、安心して暮らせる地域づくり
年間スローガンは、２つの候補の中から総代の投票で選択し、総代会で確認しました。



10

〈タテのカギ〉
① 「北」と反対の方角。
② 笑うと負けよアップップの変顔勝負。
③ 「モー」と鳴く動物。
④グレートブリテン及び北アイルランド連合王国。
⑥ アルファベットの 25 番目の文字。
⑨ 非常に大きい漢数字の単位の一つ。「無量大数」「不
可思議」より下の位。

⑩自分で払う費用のこと。○○出版。
⑪ 社会や組織で、人物が占めている身分や立場などの
こと。

⑫水などが回転して起こるらせん状の状態。○○巻き。

〈ヨコのカギ〉
① 「小さい」を表す。
③ 鵜で魚を捕る伝統的な漁法。岐阜の長良川が特に有
名。

⑤ 特定の地域や文化で、長い間受け継がれてきた習慣
や風習。

⑦ 夜が明けていない時間帯のこと。
⑧もうすぐここでオリンピックが開催されます。
⑩「自己中心的」の略。あの人は○○○○○な人だ。
⑬悪ふざけのこと。

〈応募方法〉タテ、ヨコのカギを解き、Ａ～ F を順番に並べ
て言葉 ( 答 ) を完成させてください。正解者の中から抽選
で３名様にクオカード 500 円をプレゼントします。
　答、氏名、住所とともに日常の出来事や「かがやきなが
のニュース」の感想をお書き添えください。
　宛先　〒 381-0024　長野市南長池 761-3　長野県高齢者
生活協同組合「クロスワード」係　fax　026-263-2385

正解者　13 名　当選者（３名）は武井満喜
子さん、宮﨑史さん、大建中湯さんでした。
おめでとうございます。クオカード 500 円
をお送りします。

前号の正解（166 号） 　　ちーずばーがー
今号の締め切り　８月 10 日（土）必着

1 2 3 4

5 6

7 8

9

10 11 12

13

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

F

　
　

「
熱
中
症
は
初
期
段
階(

軽
度)

で
対
応
を

　

今
回
か
ら
「
生
命
を
守
る

救
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
６
回
の
予
定
で
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す
。
最
初
の
話
題
は
、
「
熱
中
症
は
生
命
の
危
険
」
で
す
。
２
０
２
２
年
に
全
国

で
１
２
５
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す(

過
去
３
年
の
平
均
値)

。

　

こ
の
原
稿
を
ま
と
め
て
い
る
の
は
６
月
で
す
が
、
す
で

に
熱
中
症
に
よ
る
緊
急
搬
送
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
が
、

予
防
策
を
知
っ
て
い
て
日
常
生
活
を
工
夫
す
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
防
止
策
に
ふ
れ
る
前
に
、
〝
熱
中

症
の
症
状
〟
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
立
ち
く
ら
み
」
な
ど
め
ま
い
が
起
き
た
ら
要

注
意
で
す
。
血
管
の
膨
張
に
よ
り
脳
へ
の
血
流
が
不
十
分
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
発

汗
に
と
も
な
い
体
内
の
塩
分(

ナ
ト
リ
ウ
ム)

が
欠
乏
し
て
筋
肉
痛
、「
こ
む
ら
返
り
」

が
起
き
る
こ
と
も
初
期
症
状
と
し
て
表
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
涼

し
い
所
に
移
動
し
、
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。(

軽
度
の
症
状)

　

頭
痛
・
吐
き
気
・
虚
脱
感
が
出
て
き
た
ら
熱
中
症
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
水
分
補

給
が
で
き
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
急
い
で
医
療
機
関
へ
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
、
手
足
の
運
動
障
害
が
出
た
と
き
は
、
生
命
に
か

か
わ
る
緊
急
事
態
で
す
。
す
ぐ
に
119
番
通
報
で
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
体
に
水
を
掛
け
た
り
濡
れ
た
タ
オ
ル
で
覆
っ
た
り
し
ま
す
。
ア
イ
ス
パ
ッ
ク

な
ど
を
利
用
し
て
頸
部
や
脇
の
下
に
あ
て
て
冷
却
し
、
一
刻
も
早
く
体
温
を
下
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
、
屋
外
で
は

日
陰
を
選
び
室
内
で
は
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る
、
疲
労
や
睡

眠
不
足
に
注
意
す
る
、
暑
さ
に
体
を
慣
ら
す
こ
と
で
熱
中
症

は
予
防
で
き
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
症
状
が
出
て
も

気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
者
の
気
配
り
が
生

命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
症
状
の

初
期
段
階
で
的
確
な
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

赤
十
字
救
急
法
指
導
員　

太
田
秋
夫
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挑
戦
で
元
気
一
杯

　

「
か
が
や
き
な
が
の
ニ
ュ
ー
ス
」
。　

待
ち
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
ば

か
り
は
ズ
ク
ナ
シ
返
上
。
早
速
挑
戦
。

自
己
満
足
に
酔
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

様
で
こ
の
時
ば
か
り
は
元
気
一
杯
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
ズ
ク
ナ
シ
バ
ー
バ
）

　

出
産
二
日
で
退
院

　

洋
子
の
ゆ
う
ゆ
う
介
護
軸　

第
52

話
「
ア
メ
リ
カ
と
北
欧
～
高
齢
者
福
祉

の
現
場
か
ら
～
」
を
興
味
深
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
入

院
費
が
高
く
入
院
で
き
ま
せ
ん
。
私
の

娘
が
四
十
年
前
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
結

婚
し
、
三
十
年
前
に
出
産
し
た
の
で
す

が
、
二
日
く
ら
い
で
退
院
し
、
そ
の
後

訪
問
看
護
師
が
見
守
り
に
来
て
く
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
北
欧
で
は
行

政
の
仕
事
と
の
こ
と
、
い
い
で
す
ね
。

　

（
武
井
満
喜
子
）

　

外
来
種
が
増
え
た
の
は
…

　

ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
び
っ
く
り
。
繁
殖
力
が
強
く
、
ほ
か

の
植
物
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
の
だ
と

か
。
こ
の
頃
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
も
よ

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
れ

い
な
オ
レ
ン
ジ
の
花
だ
が
、
や
は
り
生

態
系
に
影
響
を
与
え
、
し
か
も
有
毒
だ

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
外
来
種
が
増
え

た
の
も
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
だ
ろ
う

か
。
心
配
で
あ
る
。
（
古
岩
井
か
お
る
）

　

片
道
一
時
間
か
け
て

　

毎
号
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
「
管
理
栄
養
士
お
た

よ
り
」
。
非
常
に
参
考
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
終
了
と
い
う
こ
と
で
残
念
で

す
。
と
こ
ろ
で
、
四
月
中
に
、
以
前
よ

り
行
っ
て
み
た
か
っ
た
東
信
地
域
セ
ン

タ
ー
へ
片
道
約
一
時
間
か
け
て
行
っ
て

き
ま
し
た
。
職
員
の
方
の
応
対
も
良

く
、
色
々
な
話
も
伺
い
ま
し
た
。
も
っ

と
近
け
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
行
事
等
に
も

参
加
で
き
る
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
関　

和
夫
）

　

祖
母
と
孫
の
関
係
に
ほ
っ
こ
り

　

「
認
知
症
の
祖
母
の
思
い
出
」
を
読

ん
で
、
お
ば
あ
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
良

い
関
係
が
目
の
前
に
浮
か
び
、
ほ
っ
こ

り
し
ま
し
た
。　
　
　
　

（
小
山
一
縷
）

　

山
菜
を
楽
し
む
季
節

　

五
月
に
入
り
、
大
好
き
な
山
菜
が
採

 

つつ  

ぶぶ  

やや  

きき

　

昨
年
来
、
熊
（
特
に
北
海
道
の
ヒ
グ
マ
）

の
ニ
ュ
ー
ス
が
気
に
な
り
、
単
独
で
の

山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る
私
に
は
、
あ

り
が
た
く
な
い
事
象
で
あ
る
。
個
体
数

の
増
加
、
気
象
変
化
、
人
間
の
暮
ら
し

の
変
化
な
ど
、
種
々
重
な
り
今
の
状
況

が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
う
な
っ
て
く

る
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
み
で
は
解
決
困

難
だ
。
国
挙
げ
て
自
然
環
境
の
保
護
と
、

人
社
会
の
安
全
、
生
命
を
守
る
こ
と
に

尽
く
し
て
ほ
し
い
。

　

今
の
世
の
中
、
税
金
の
集
め
方
、
使

い
方
が
お
か
し
い
。
富
め
る
者
を
助
け
、

富
ま
ざ
る
者
は
放
置
し
、
貧
し
く
、
不

条
理
の
極
ま
り
で
あ
る
。
私
は
山
歩
き

で
信
州
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
四
季

折
々
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
、
明
日
へ
の

活
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。
日
常
や
世
の

中
の
こ
と
で
、
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
れ
ば
小
さ
な
声
で
も
あ
げ
続

け
た
い
と
思
う
。

　

島
崎
歌
子

れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
ク

マ
が
怖
い
の
で
山
に
は
行
き
ま
せ
ん

が
、
道
の
駅
な
ど
で
購
入
し
た
ワ
ラ

ビ
・
ウ
ド
・
フ
キ
・
タ
ラ
の
芽
な
ど
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
山
菜
採
り
を
し

て
下
さ
っ
て
い
る
方
に
感
謝
で
す
。

（
宮
﨑　

史
）

　

元
善
光
寺
参
拝
は
小
旅
行

　

毎
年
元
善
光
寺
に
参
拝
に
行
っ
て
ま

す
。
参
拝
の
広
さ
や
距
離
は
小
旅
行
と

し
て
ち
ょ
う
ど
い
い
感
じ
で
す
。
戒
壇

巡
り
も
程
よ
い
感
じ
で
な
お
を
か
し
。

（
大
建
中
湯
）

　

思
い
出
の
場
所
憩
い
の
家

　

久
し
ぶ
り
に
憩
の
家
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
聞
け
ば
、
三
月
で
所
長
さ
ん
は

退
職
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
い
つ
も
明
る

く
、
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
い
思
い
出
が
あ
る
場
所
で
す
。

（
中
島
）

　

名
前
が
出
て
こ
な
い

　

最
近
、
知
人
に
会
っ
た
と
き
と
か
集

会
に
行
っ
て
知
人
を
見
か
け
た
と
き
な

ど
、
名
前
が
す
ぐ
に
出
て
き
ま
せ
ん
。

（
朝
比
奈
夘
一
）

　

み
ん
な
で
力
合
わ
せ
る
と

　

支
援
募
金
が
、
30
万
近
く
集
ま
っ
た

と
の
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
わ
ず

か
で
も
多
く
の
力
が
集
ま
る
と
形
に
な

る
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
っ

て
大
事
で
す
ね
。　
　
　
　

（
田
舎
暮
）

　

毎
号
愛
読
し
て
い
ま
す

　

毎
号
「
か
が
や
き
な
が
の
ニ
ュ
ー

ス
」
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。

（
小
泉
紀
代
子
）
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(

御
代
田
町
在
住)

　

昨
年
の
暮
れ
、
母
が
99
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
９
月
の
敬
老
の
日
、
総
理
大
臣
名
の
「
百

歳
祝
い
」
の
銀
杯
を
い
た
だ
き
、
町
長
が
祝
い

金
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
母
は
「
延
命
治
療

は
し
な
い
」
と
い
う
意
思
を
表
明
し
て
い
た
の

で
、
最
期
は
今
ま
で
通
り
介
護
施
設
で
看
取
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

100
歳
の
お
祝
い
を
受
け
て
か
ら
、
物
が
呑
み

込
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
は
毎

日
、
生
理
食
塩
水
500
㏄
を
点
滴
す
る
だ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
制
度
上
介
護
施
設
の
医
師
が

生
理
食
塩
水
を
処
方
で
き
る
の
は
、
月
の
う
ち

続
け
て
２
週
間
分
の
み
で
し
た
。
月
が
替
わ
れ

ば
ま
た
２
週
間
分
が
処
方
さ
れ
る
と
い
う
の
で

す
。

　

「
え
〜
、
あ
と
の
２
週
間
は
ど
う
な
る
の
」

と
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
医
者

に
「
早
く
死
ね
と
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
思
わ

ず
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
「
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
ば
か
り
は

制
度
上
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
そ
う

で
す
。

　

病
院
に
入
院
す
る
と
か
、
家
庭
に
引
き
取

れ
ば
医
療
保
険
の
対
象
に
な
り
毎
日
処
方
で

き
る
の
で
す
が
、
医
療
を
施
す
場
で
は
な
い

介
護
施
設
で
は
ダ
メ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
も

ち
ろ
ん
自
費
で
な
ら
処
方
す
る
医
師
も
い
ま

す
。

　

自
費
で
で
も
点
滴
を
受
け
さ
せ
た
い
と
い

う
家
族
の
願
い
を
、
施
設
の
方
も
な
ん
と
か

し
よ
う
と
動
い
て
く
れ
、
娘
の
私
も
今
度
看

護
師
が
入
っ
た
と
き
に
点
滴
の
手
助
け
が
で

き
る
講
習
を
受
け
て
施
設
の
穴
を
埋
め
よ
う

と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

　

一
進
一
退
が
続
き
、
食
べ
ら
れ
る
と
き
も

あ
り
ま
し
た
。
飢
え
を
体
験
し
た
世
代
の
せ

い
か
、
ま
だ
食
べ
足
り
て
い
な
い
と
い
う
執

念
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
少
し
回
復
し
た
よ
う
に
見
え
て
き
ま
し

た
。

　

来
週
は
お
風
呂
に
入
れ
そ
う
だ
か
ら
と
予

約
を
入
れ
た
そ
の
夜
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を

「
美
味
し
い
、
お
い
し
い
」
と
飲
ん
で
い
る
最

中
に
突
然
の
心
臓
発
作
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

水
が
飲
め
な
く
な
っ
て
か
ら
２
ヵ
月
で
し
た
。

　

消
費
税
が
８
％
に
上
が
る
と
き
、
国
は
お
年

寄
り
の
た
め
に
使
う
と
い
っ
た
は
ず
で
す
。
安

倍
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
光
景
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
選
挙
で
勝
っ
て
し

ま
う
と
忘
れ
去
ら
れ
ま
し
た
。
増
税
の
口
実
に

使
わ
れ
た
だ
け
で
す
。
上
が
っ
た
３
％
を
す
べ

て
使
え
ば
、
も
う
少
し
お
年
寄
り
に
優
し
い
医

療
や
介
護
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

母
の
死
は
老
衰
な
の
で
覚
悟
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
せ
め
て
生
理
食
塩
水
ぐ
ら
い
は
毎
日
処

方
し
て
も
ら
え
る
介
護
保
険
制
度
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

母
を
看
取
っ
て

母
を
看
取
っ
て

　

考
え
さ
せ
ら
れ
た
介
護
保
険
制
度

組合員の寄稿

羽は

け

た

毛
田
多
恵
子


